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評価の概要 
 
 
（１）「ＧＰＳ時系列データに含まれる誤差に関する研究」 

 本研究によって得られた誤差補正の成果は高く評価される。本研究は発展性が

高く、また、実用性もあることから、今後も引き続き研究を推進すべきである。

研究を進める上においては、特に GPS 観測点の立地特性や潮汐等による地盤の

荷重変形等を考慮しながら発展させていく必要がある。 
 
（２）「地震火山活動に関連した地殻変動数値モデル最適化に関する研究」 

地殻変動のシミュレーションをパソコン上で可能にするという当初の目標は

達せられたが、それをどのように活かしていくかという点が明確でない。また、

実際に様々なパラメータを想定したシミュレーションの事例が少なく、結果に対

する評価も十分に行われていない。今後、国土地理院としてこの研究をどのよう

に発展させていくのかを十分に検討すべきである。 
 
（３）「東南海・南海地震域の地殻変動特性に関する研究」 

ALOS（だいち）の打ち上げが遅れたにも係わらず、打ち上げ後に直ぐに対応

できる準備を着実に行った研究成果は評価される。本研究成果は、地殻変動を広

域にわたって面的に捉えることに有効であると期待され、今後も引き続き研究を

推進し、発展させるべきである。 
 
（４）「レーザー光の反射特性を活用した地理情報取得に関する研究」 

航空レーザー測量によるデータを土地利用分類等に利用できる可能性を示し

たと評価する。ただし、基礎的なデータをさらに積み上げることや、空中写真と

の組み合わせや目視による手法を取り入れることなどによって判別の精度を高

めることも必要である。 
今後研究を進めることによって、災害直後にどこの道路が被災しているかなど

の災害状況把握への適応も期待される。 
 

 


